
2024年 3月28日働くことを軸とする安心社会～まもる・つなぐ・創り出す～

— 4 — — 1 —

　連合岩手は２月 22 日（木）岩手県公会堂で「2024
春季生活闘争勝利 2.22 岩手県中央総決起集会」を
開催しました。約 150 名が参加し 2024 春季生活
闘争勝利に向けてたたかう意志統一をしました。
　冒頭、山田闘争副委員長は、「『働くことを軸と
する安心社会』の実現をめざし 2024 春闘勝利に
向け一致団結してがんばろう。」と訴えました。
第 1 部は、鈴木事務局長が春季生活闘争をめぐる
情勢や闘争課題の共有化のため情勢報告を行いま
した。

　第 2 部は、連合岩手の産別報告としてＵＡゼン
セン・藤下政宏さん、運輸労連・右近慶太さん、
ＪＰ労組・鹿川宏範さんから各単組における春闘
の交渉状況の報告等をいただきました。
　続いて、盛岡中央地協・遠藤議長が集会宣言（案）
を提起、満場の拍手で確認、山田闘争副委員長の
団結ガンバローで集会を終えました。
　集会終了後は、デモ行進を行い「賃上げ実現！
　職場環境改善！　格差是正！パートの均等待遇
実現！　最低賃金引き上げ！」を訴えました。

　3 月 8 日（金）、アートホテル盛岡において、岩手
県経営者協会に「2024 春季生活闘争」の重点政
策についての申し入れを行い、その後、相互理解を
はかるため意見交換
を行いました。

　3 月12日（火）、岩手県議会議長に対し、「最低
賃金の改正」「賃金・労働条件の改善」「働き方の
改善」「付加価値の適正配分」などに関わる請願
を提出、意見交換を行いました。3 月19日には岩手
労働局長、その
後、岩手県商工
4 団体に対し要
請を行いました。

岩手県経営者協会との
政策懇談会
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岩手労働局への請願
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「2024春季生活闘争方針」「第20回統一地方選挙のまとめ」を確認

　第 48 回地方委員会に参加された各構成組織・地方委員
の皆さま、大変ご苦労様です。会長の伊藤です。まずはじ
めに、１月１日に発生しました能登半島地震、改めて犠牲に
なられた方々に対するお悔やみと、被災されたすべての皆さ
まへのお見舞いを申し上げます。日本全体で被災地域への
復旧・復興を支援していく必要があり、連合岩手といたしま
しても、連合本部が設置した対策本部のもと、可能な限り
の支援をしてまいりたいと思います。
　例年、この時期に開催する地方委員会ですが、本日の地
方委員会には、大変お忙しい中、ご来賓として、連合本部
より則松副事務局長、岩手労福協より金田一副会長に出席
いただいております。ありがとうございます。後ほどご挨拶
をいただきたいと思います。
　また、各構成組織より参加された地方委員の皆さま、特
別地方委員の皆さまには、日頃の奮闘に対し敬意を表しま
すとともに、本日は、連合岩手の前進に向けた討議となりま
すことを期待するものです。
　さて、連合岩手が昨年 10 月25日に定期大会を開催して
から、３カ月あまりが経過しました。私からは、本日の議案
にも関わりますが、ここ最近の情勢も踏まえ、これからはじ
まる春闘の話題に絞って触れさせていただき、ご挨拶とさ
せていただこうと思います。
　まずは、昨年の 2023 春闘についての振り返りです。連
合はこの数年、「未来づくり春闘」を掲げて取り組んでまい
りました。ひとつひとつの組合が、人への投資と月例賃金
にこだわった、懸命な交渉に取り組んだ結果として、2023
春闘においては、かつてない結果が報告され、日本社会を
変えるターニングポイントとすることができたものと考えてい
ます。しかしながら、その結果には、産業ごと、企業規模

ごと、地域によってバラつきがあったことも事実であり、い
まだ実質賃金の改善までには至っておりません。昨年１年間
の働く人１人当たりの実質賃金は前の年と比べて 2.5％減少
しました。これは、過去２番目の下げ幅であり、２年連続
での減少となります。12 月までの前年同月比も、実に 21ヶ
月連続でマイナスのままとなっています。一方、私たちの生
活に直結する消費者物価指数についてですが、全国の消
費者物価指数は、昨年 10 月から最新の12 月まで、ほぼ横
ばい傾向となっています。ただし、前年同時期と比較しま
すと、10 月で 3.3％、11 月で 2.8％、12 月で 2.6％上昇と、
依然として高い水準を維持し続けており、県内においても、
ほぼ同様の傾向となっています。
　だからこそ、みんなで賃上げを実現し、ステージを変え
ていかなくてはなりません。経済も、賃金も、物価も、安
定的に上昇する経済社会へと、新たなステージを歩むこと
ができるのか、この 2024 春季生活闘争にかかっています。
まさに、ここが正念場となります。
　今年１月22 日に実施した政労使の意見交換において、連
合本部・芳野会長からは、価格転嫁、価格交渉、環境整
備がポイントであること、そして、昨年 11 月に政府が取りま
とめた「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指
針」の活用、加えて、地方版政労使会議の活用などが改め
て主張されています。
　これを受けて、本日午前中、県が主催します「令和５年
度第２回いわてで働こう推進協議会」が、達増知事出席の
もと、地方版政労使会議の位置づけで開催されたところで
す。私からは、芳野会長の主張と同様の趣旨で、連合のめ
ざす賃金引き上げの必要性について、訴えさせていただきま
したことを、簡単ではございますが、この場をお借りしてご
報告させていただきます。
　本日は、この地方委員会のあと、2024 春闘にむけた「闘
争開始宣言集会」の開催を予定しております。ぜひ、地方
委員の皆さまの真摯な討論によって、連合岩手の春闘方針
を、確立いただきますことをお願い申し上げ、私からの挨拶
とさせていただきます。本日は、よろしくお願いいたします。

「連合岩手第48回地方委員会」で闘う意思統一

連合岩手第48回
地方委員会あいさつ

会長　伊藤　裕一

　2024 年 2 月 7 日（水）、第 48 回地方委員会を開催。議長団に須藤開委員（自治労）、粟津謙二委員（電
機連合）を選出し議事を進行しました。
　委員会各種委員の任命の後、伊藤会長があいさつ。冒頭、能登半島
地震で犠牲となられた方々に対するお悔やみと被災された方々へのお
見舞い、連合岩手として連合本部とともに可能な限り支援していくと
述べ、2024 春闘について「連合はこの数年、「未来づくり春闘」を掲
げて取り組んできた。2023 春闘では、かつてない結果が報告され、日
本社会を変えるターニングポイントとすることができたが、その結果
には、産業、企業規模、地域によるバラつきがあり、いまだ実質賃金
の改善までには至っていない。また、先日開催された県の「令和５年
度第２回いわてで働こう推進協議会」では、芳野会長の主張と同様の
趣旨で、連合のめざす賃金引き上げの必要性について訴えてきた。経
済も、賃金も、物価も、安定的に上昇する経済社会へと、新たなステ
ージを歩むことができるのかが、この 2024 春季生活闘争にかかって
おり、まさに正念場である。皆様の真摯な討論によって、連合岩手の
春闘方針を確立いただきたい。」と述べました。
　また、来賓として、連合本部から則松佳子副事務局長、岩手県労働
者福祉協議会から金田一文紀副会長（東北労働金庫岩手県本部長）の
出席をいただき激励と連帯のご挨拶をいただきました。
　報告の部では及川委員（自治労）から中央会費制度の情報発信の継続、1 月に新規組織化した ISJC 職
員労働組合の結成支援への御礼と今後も組織化に向けた運動を進めていきたい、また、議事の部では、
第 1 号議案について、栁田委員（高教組）から定年延長に伴い 60 歳以上の働き方に大きな影響があるこ
とや再任用職員の勤務条件、教職員定数は減っているが業務は減っておらず超過勤務の改善につながっ
ていない、との発言・意見がありました。
　その後、第 4 号議案では、欠員となっていた副事務局長に情報労連の藤本誠さんの立候補があり地方
委員の満場の拍手で選任されました。

　地方委員会終了後、「2024 春
季生活闘争・闘争開始宣言集会」
を行い、「みんなで賃上げ、ス
テージを変えよう！」の未来づ
くり春闘に向けて、一致団結し
て闘う意思統一を確認し、2024
春季生活闘争がスタートしまし
た。

来賓あいさつ
連合 則松副事務局長

来賓あいさつ
労福協 金田一副会長

議長団
須藤委員（自治労）、
粟津委員（電機連合）

及川委員（自治労） 栁田委員（高教組）
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　その後、第 4 号議案では、欠員となっていた副事務局長に情報労連の藤本誠さんの立候補があり地方
委員の満場の拍手で選任されました。

　地方委員会終了後、「2024 春
季生活闘争・闘争開始宣言集会」
を行い、「みんなで賃上げ、ス
テージを変えよう！」の未来づ
くり春闘に向けて、一致団結し
て闘う意思統一を確認し、2024
春季生活闘争がスタートしまし
た。
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　連合岩手は２月 22 日（木）岩手県公会堂で「2024
春季生活闘争勝利 2.22 岩手県中央総決起集会」を
開催しました。約 150 名が参加し 2024 春季生活
闘争勝利に向けてたたかう意志統一をしました。
　冒頭、山田闘争副委員長は、「『働くことを軸と
する安心社会』の実現をめざし 2024 春闘勝利に
向け一致団結してがんばろう。」と訴えました。
第 1 部は、鈴木事務局長が春季生活闘争をめぐる
情勢や闘争課題の共有化のため情勢報告を行いま
した。

　第 2 部は、連合岩手の産別報告としてＵＡゼン
セン・藤下政宏さん、運輸労連・右近慶太さん、
ＪＰ労組・鹿川宏範さんから各単組における春闘
の交渉状況の報告等をいただきました。
　続いて、盛岡中央地協・遠藤議長が集会宣言（案）
を提起、満場の拍手で確認、山田闘争副委員長の
団結ガンバローで集会を終えました。
　集会終了後は、デモ行進を行い「賃上げ実現！
　職場環境改善！　格差是正！パートの均等待遇
実現！　最低賃金引き上げ！」を訴えました。

　3 月 8 日（金）、アートホテル盛岡において、岩手
県経営者協会に「2024 春季生活闘争」の重点政
策についての申し入れを行い、その後、相互理解を
はかるため意見交換
を行いました。

　3 月12日（火）、岩手県議会議長に対し、「最低
賃金の改正」「賃金・労働条件の改善」「働き方の
改善」「付加価値の適正配分」などに関わる請願
を提出、意見交換を行いました。3 月19日には岩手
労働局長、その
後、岩手県商工
4 団体に対し要
請を行いました。

岩手県経営者協会との
政策懇談会

岩手県議会議長への請願、
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